
項目
数 № 分野 重点目標 評価項目・取組状況 達成状況 改善方策 評価項目 実施方法 総合

1 宮川幼稚園

（１）教育課程の推進
（２）幼児期から小学
校期への円滑な接続
の推進
（３）地域と連携した豊
かな保育や子育て支
援

2 1 教育課程 1・3

〇自然や生き物とのふれ
あいを日々の保育に取り
入れ、子どもが栽培活動
や、生き物の命にふれる
活動を積極的に行った。さ
らに経験したことを話し合
いや絵画制作で豊かに表
現した。新たに取り組んだ
ICTを活用した保育では、
子どもの実体験をさらに豊
かなものにするための実
践を行っていた。論文に応
募し、優秀園を受賞するな
ど、対外的にも取り組みが
認められた。オンラインを
活用して新たな学の芽生
えを構築する等、子どもた
ちの興味・関心の深まりに
つながっていた。
〇小中学校と連携し、相
互に訪問する機会をつくっ
ていた。子ども達が小中
学校の環境や児童・生徒
に親しみをもち、成長する
ことへの期待感を高める
ことができるよう連携を
図った。

A

園内外の身近な自然
や生き物とふれあえ
るよう、四季折々の実
体験を計画的に行
い、子どもたちが豊か
な経験ができるよう環
境作りを行っていた。
家庭ではできない経
験を園でできるよう今
後も継続されたい。
公立園のよさを活か
し、地域の小中学校
と相互に連携・交流し
ていることは評価でき
る。今後は、コロナ禍
で中止していた高齢
者施設等との交流も
再開され、今後も「地
域でともに育つ子ど
も」を目指したい。

新型コロナの状況
を見ながら子ども
にとって必要な経
験や行事をできる
限り実施していた。
保護者アンケート
に「子ども一人ひと
りを大切にしてい
る」という記述が多
いことから、職員が
温かく子どもと接
し、必要な指導をし
ていることが伺え
る。引き続き、保護
者理解を得ながら
保育を推進する。
幼児期において実
体験を重ねること
は大切である。ICT
機器の活用につい
ては「直接体験を
補うもの」という理
念を大切にしなが
ら新たな活用にも
取り組んでいきた
い。
地域の就学前施設
との交流を再会さ
れたことはよい。今
後も地域のリー
ダー的役割を果た
せるよう努めたい。

評議員会及
び学校関係
者評価委員
会を対面で
行った。
保護者アン
ケートを実
施、集約し保
護者へ結果を
周知してい
る。
生活発表会・
学校評価アン
ケートの結果
や園だより等
を提示し評価
を依頼した。

子ども一人ひ
とりを大切に
しながら、主
体的に遊ぶ工
夫がなされて
いる。幼小連
携や地域との
つながりな
ど、公立園な
らではの取り
組みを今後も
続けられるよ
う期待する。

地域連携

2 岩園幼稚園

（１）発達段階を考慮し
幼児が主体的に遊ぶ
環境について考える
（２）一人一人の幼児
が自己発揮できるた
めの指導の在り方に
ついて考える
（３）地域に開かれた
幼稚園づくりを進める

4 3
保護者・地
域住民と
の連携

3

○地域の方と関わる
機会を図る。
○地域の行事に園庭
や遊戯室等、場の提
供をする。
○保護者と連携した
行事のあり方を考え
る。

B

地域の方とのふれあ
いで、七夕飾りつくり
とお話の会を予定し
た。コロナ禍のため、
七夕飾りつくりのみ実
施できた。また、小学
校の図工展の参観や
小学校ごっこ、朝日ヶ
丘小５年生との交流
など地域の学校との
交流は再開し始めて
いる。

コロナ禍で、
地域との交流
は苦労された
と思う。その
中でできるこ
とに取り組ん
できたのは子
どもにとって
良い経験に
なったと思う。
地域で子ども
を育てる時代
ではなくなっ
ているが、小
学校、コミス
ク、自治会と
この地域から
盛り上がれる
といいと思う。

岩幼だより
や、実践報告
などからも幼
児の様子を伝
えることで、園
生活がよくわ
かった。
保護者野意
見を聞く機会
としていいの
ではないか。
回答しやすい
方法でよかっ
た。

重点目標に対
しての取組は
適切になさ
れ、次年度に
向けての改善
方策も考えら
れている。

教育課程
指導
子育て支援

3 小槌幼稚園

（１）心豊かに感じ、共
に育ち合う幼児を育む
ための教育の推進
（２）幼稚園や地域の
特性を生かした保育
内容の実施
（３）子育て支援の充
実

2 1 教育課程 1・2

○園の教育目標である「心も
体もたくましい幼児の育成」に
向けて、身近な生き物や草花
とのかかわり等自然をして感
じたり考えたりし、五感を通し
て感動体験ができる保育を1
年を通して推進した。10月と
11月には、講師の先生をお招
きし、公開園内研究会を実施
した。市内のこども園、民間
の保育所等からも参観されセ
ンター的役割を果たし、幼児
の学びや育ちを捉えることが
できた。
○地域との交流では，だんじ
りを見せていただいたり、打
出天神社のとんどに参加した
りし、地域をつなぐ役割が果
たせるように努めた。また、英
語であそぼうや自然とあそぼ
う、野菜の栽培、鍵盤ハーモ
ニカの指導、リトミック遊び
等、教育ボランティアの方に
お越しいただいた。幼児が人
と関わることが好きになり、い
ろいろなことに興味や関心が
もてるように努めた。

B

今後も一人一人の幼
児の内面理解を様々
な角度から捉えていく
ように努め、共に育ち
合う幼児の育成につ
ながるような環境作り
や教師の援助を探
り、研究を深めていき
たい。
様々な人と関わる中
で、地域により親しみ
を感じ、興味や関心を
もち関わっていくこと
ができるように、教育
活動を工夫していき
たい。また、継続して
行えるように、計画を
していきたい。

２月に実施し
た「教育評価
アンケート」で
も園の教育活
動への高い評
価を得てお
り，保護者の
幼稚園への
信頼が伺え
る。
地域に根差し
た幼稚園とし
て、他の就学
前施設と差別
化、体験活動
の充実などの
価値付けを
行ったカリ
キュラムを工
夫されてい
る。より特色
ある園づくり
を続けてほし
い。

教育評価に関
する保護者ア
ンケートを実
施、集約し、
保護者に周知
した。
重点目標に対
しての取り組
みは適切にな
されている。

保護者の教
育評価は具
体的に丁寧に
実施されてお
り，園におけ
る教育活動の
取り組みは良
好である。今
後も、家庭や
地域との連携
を大切にしな
がら、教育活
動や内容を考
え、工夫して
いくことを期待
する。

園運営

令和４年度　学校評価　幼稚園結果

№ 幼稚園名 今年度重点目標

学校自己評価結果 学校関係者評価
表示以外の
評価「分野」

令和５年３月末　学校教育課まとめ



項目
数 № 分野 重点目標 評価項目・取組状況 達成状況 改善方策 評価項目 実施方法 総合

№ 幼稚園名 今年度重点目標

学校自己評価結果 学校関係者評価
表示以外の
評価「分野」

4 西山幼稚園

（１）響き合う仲間を育
むための教育の推進
（２）幼児の育ちと学び
をつなげる幼小接続
の研究
（３）子育て支援活動
の充実

2 2
子育て支
援

3

子育て支援活動の充
実
○週１回の園庭開放
や広場などで地域の
未就園児が幼稚園で
遊び、親同士や園と
の繋がりをもつように
なった。
○ブログや園だよりで
幼稚園教育の内容を
発信した。
○まつりや音楽会等
保護者と共に参加で
きる行事を実施し、幼
児理解や園との連携
に繋げた。

B

引き続き、未就園児
の園庭開放等を行
い、より幼稚園に親し
みをもち、子育て支援
に繋がる内容を工夫
する。
保護者の幼児理解を
深め、相談しやすい
存在の園になるよう
に努める。
保護者が参加しやす
い行事を工夫する。

子育て支援に
関し、園児も
未就園児にも
親しみやすく
するための、
方策を考えて
いくことが必
要だと思う。
保護者も一緒
に園生活を楽
しむことや、
園児にとって
人生の基盤を
育てるため
に、楽しい経
験をすること
がよいと思う。

園の教育目
標、重点目標
から評価項目
を選び、保護
者対象の教
育評価アン
ケートと教職
員対象の自
己評価が適
切に実施され
ている。また、
回収率が１０
０％であるこ
とがよい。

教育活動の
取り組みや教
育評価は良
好である。今
後も、家庭や
小中、地域と
の連携に努
め、安心して
幼児が過ごせ
る幼稚園とな
るよう、教育
内容や子育て
支援の推進を
期待する。

教育課程

5 潮見幼稚園

（１）健やかな心と体の
育成
（２）環境を生かした園
経営
（３）開かれた幼稚園
づくり（子育て支援）

4 1 教育課程 1

○心身共に健康でた
くましい幼児を育成す
ることを目指し、チャ
レンジ遊びや運動遊
びを取り入れてきた。
また、自然や生き物と
のかかわりを大切に
し、豊かに感じる心を
育てた。保育の様子
をブログと園だよりで
発信し、動画を保護
者に見せたりホーム
ページにあげたりし
て、幼稚園教育の理
解を深めた。

A

講師を招聘し、継続し
た研究体制を作る。
来年度も期ごとの教
育課程の見直しと練
り直しを行う。保育の
ねらいや教師の願い
を保護者や地域の
人々に今後も分かり
やすく発信していく。

様々な体験を
通して、幼児
は主体的で思
いやりのある
子に育ってい
る。決められ
たことをさせ
るのではなく、
自分で考える
力を育ててい
る。本園の教
育方針に保護
者も満足して
いる。

学校評議員
会を３回開催
し、教育の取
り組みを写真
や動画で紹介
し、意見をい
ただく。
日々の保育
内容や取り組
みをブログや
園だよりで発
信している。
保護者アン
ケートの結果
を集約し、保
護者に周知し
ている。職員
アンケートの
結果は評議
員に伝えてい
る。

幼稚園のある
べき姿を示し
ている。今大
事にしている
保育内容を、
これからも続
けてほしい。
保護者など内
部評価は高い
が、外部発信
が課題。しっ
かり発信して
幼稚園のよさ
を広く知らせ
てほしい。

園経営


